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7月19日、七ツ釜公園で行われた七ツ釜まつり。

水とり神事をはじめ、チビッコたちに人気の魚の

つみ取り、神楽の上演、カラオケ大会などで盛り

上りました。
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こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
！

箋毒劃

たつ
．

当
ひ‘

　　鯉　　

　
梅
雨
の
明
け
切
ら
な
い
7
月
2
6

日
㈲
、
「
第
2
2
回
村
民
体
育
祭
」
が

中
里
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
◎

　
参
加
者
は
、
気
温
も
グ
ン
グ
ン

上
昇
す
る
中
、
競
技
、
応
援
に
パ

ワ
ー
を
全
開
し
て
チ
ー
ム
の
た
め

に
頑
張
り
ま
し
た
。

　
例
年
ど
お
り
村
内
を
6
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜

さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
持

ち
昧
を
十
分
に
生
か
し
て
最
後
ま
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い
つ
ぱ
い
に
な
つ
て
／

》
男
子
リ
し
，

　
　
　
9
リ
シ
ヤ
，
／

蝋

懸
鑓
．
，
・

　
鑛
F
・

妻霧

で
気
の
抜
け
な
い
白
熱
し
た
競
技

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
得
点
の
中
闇
発
表

が
あ
る
毎
に
応
援
席
か
ら
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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業

雛繍灘

繋
購
灘

　
7
月
31
日
働
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
中
里
村
ケ
ー
ス
研
究
会
」
が
村
長
、

中
学
校
長
、
教
育
関
係
者
、
父
兄
、

保
護
司
65
人
の
関
係
者
が
集
ま
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
騨
猶醐難髪

聯躍

．
藤

　
ケ
ー
ス
研
究
会
で
は
「
親
子
の
対

話
で
非
行
を
防
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
中

里
中
学
校
生
徒
5
人
に
よ
る
少
年
の

主
張
と
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
年
の
主
張
で
桑
原
篤
君
（
1

年
）
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で
自
分
が

介
護
士
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
た
こ

と
の
話
を
ま
じ
え
、
「
将
来
、
介
護
士

に
な
っ
て
地
域
で
お
年
寄
り
を
助
け

た
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
中
谷
正
浩
君
（
1
年
）
は
、
最
近

の
若
い
人
が
体
を
使
わ
な
く
な
っ
た

こ
と
、
年
を
と
っ
た
人
が
大
変
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
に
体
が
丈
夫
な
こ

と
や
ゴ
ミ
捨
て
を
す
て
る
の
は
若
者

そ
れ
を
拾
っ
て
い
る
の
が
年
を
と
っ

た
人
な
ど
、
若
者
と
年
を
と
っ
た
人

の
違
い
を
話
な
が
ら
「
僕
は
い
つ
に

な
っ
て
も
ゴ
ミ
を
捨
て
ず
、
緑
を
大

切
に
し
た
い
」
と
主
張
。

　
山
本
辰
則
君
（
2
年
）
は
、
「
正
義

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
の
は

青
少
年
の
事
件
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
だ
と
学
校
で
の
出
来
事
を

話
に
ま
じ
え
な
が
ら
「
正
し
い
と
思

う
こ
と
を
や
り
抜
く
に
は
努
力
と
勇

気
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

苦
労
や
大
き
な
壁
が
自
分
に
ふ
り
か

か
っ
て
く
る
と
思
う
け
ど
、
自
分
の

正
義
が
貫
く
よ
う
に
し
た
い
」
と

　
山
本
拓
也
君
（
3
年
）
は
自
由
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

部
活
動
の
話
を
ま
じ
え
、
「
本
当
の
自

由
は
、
自
分
勝
手
と
違
う
は
ず
で
す
。

人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
他
の
人
と
協

力
し
、
は
じ
め
て
自
由
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
自
分
勝
手
な
自
由
を
し

て
い
た
、
そ
れ
を
や
め
迷
惑
を
か
け

〆
㌔

篤君桑原中谷正浩君

な
い
よ
う
、
本
当
の
自
由
を
見
失
わ

な
い
よ
う
に
行
動
し
た
い
」
と

　
上
村
俊
介
君
（
3
年
）
は
、
「
生
徒

会
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
活
動
で
生
徒
、

先
生
間
の
あ
い
さ
つ
は
い
い
が
、
家

族
や
地
域
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
が
で

き
て
い
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

誰
も
が
進
ん
で
、
明
る
く
、
面
倒
が

ら
ず
、
時
と
場
に
応
じ
た
、
誰
に
対

し
て
も
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
人
に
な

れ
ば
心
の
中
が
明
る
く
な
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
問
題
提
起
と
し
て
十
日

町
警
察
署
管
内
に
お
け
る
少
年
補
導

状
況
（
万
引
き
の
件
数
7
0
人
。
高
校

生
が
非
行
の
中
心
で
69
人
の
う
ち
女

子
高
校
生
が
4
7
人
と
女
子
非
行
が
高

率
で
急
増
し
て
い
る
）
が
報
告
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
討
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
議
で
の
意
見
と
し
て

山本辰則君山本拓也君

万
引
き
（
非
行
）
は
犯
罪
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
不
足
し
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
感
覚
。
仲
間
で
や
れ
ば
怖
く
な
い
。

地
域
、
学
校
、
特
に
家
庭
で
の
し
つ

け
が
不
足
し
て
い
る
状
況
は
最
も
問

題
で
あ
る
。
良
い
こ
と
悪
い
こ
と
を

は
っ
き
り
教
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
、
自
室
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
子
供
と
何
か
を

一
緒
に
作
る
。
植
物
を
育
て
る
。
ハ

イ
キ
ン
グ
、
，
登
山
な
ど
生
活
経
験
を

多
様
に
す
る
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
を
は
じ
め
非
行

の
防
止
に
は
小
学
校
低
学
年
ま
で
で

決
定
す
る
。
そ
れ
以
後
の
し
つ
け
、

注
意
は
無
駄
で
反
感
を
か
う
の
み
幼

児
の
時
期
を
注
意
深
く
見
守
り
、
注

意
す
べ
き
だ
。

　
子
供
の
目
線
ま
で
目
線
を
下
げ
る

べ
き
だ
。
大
人
で
も
一
人
一
人
考
え

方
、
思
考
方
法
が
違
う
「
ど
う
思
う
。

そ
う
か
、
よ
く
考
え
た
、
や
っ
て
ご

ら
ん
」
と
い
う
付
き
合
い
は
大
事
だ
。

あ
い
さ
つ
の
励
行
。
地
域
行
事
の
計

画
と
参
加
。
非
行
を
見
つ
け
た
ら
そ

の
場
で
注
意
す
る
（
時
問
が
経
て
ば

意
味
が
な
い
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。上村俊介君

4



彗
鞭
墾
撒
勤
聾
で
荒
屋
チ
ー
ム
優
勝
顯

隅
欝
饗
講
プ
至
山
羅
繊
轟
灘

　
7
月
1
9
日
㈲
、
十
日
町
生
鮮
食
品

㈱
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
十
日
町
地
区

支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
に
お
い
て
、

村
を
代
表
し
て
出
場
し
た
荒
屋
チ
ー

ム
が
見
事
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
優
勝
を
果
た
し
、
ま
た
、
自
動
車

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
上
山
チ
ー
ム
が

2
位
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
基
本
と
な
る
操
作

技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
ま
ず
第
一

に
安
全
、
正
確
、
敏
速
、
隊
員
の
士

気
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
問
わ
れ
る
も

の
で
こ
の
暑
い
時
期
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
荒
屋
チ
ー
ム
、
上
山
チ
ー
ム
と
も

暑
い
毎
夜
、
仕
事
を
終
え
た
身
体
に

ム
チ
を
打
っ
て
訓
練
を
重
ね
た
結
果

で
す
。

　
な
お
、
最
優
秀
個
人
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

★
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　
・
2
番
員
　
村
山
　
典
政
さ
ん

　
・
3
番
員
　
樋
ロ
　
勝
雄
さ
ん

★
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
　
鈴
木
　
正
彦
さ
ん

　
・
2
番
員
　
上
原
　
　
剛
さ
ん

　
・
3
番
員
　
上
原
　
　
聡
さ
ん

　　第6回スポーツ少年団

　　　　　　ナイター！」懸グ結果1

●期團　7月議』田・嚢圖i、◎麹圖・25田

●会場　村幾グラ療ン搾

●結果　優勝　田沢ジャニーズ

　　　2位　翼野イーグルス

　　　3位　高道幽フ垂ニッタス

　　　4位　倉俣フアイターズ

＠個戴賞

　叢優秀選蕃賞粒幽i延弐｛囲沢麟潔蕊一裟）

優秀選蕃賞吉楽禰趨繍野羅一麹膨濁
　　　潔　　樋團薩華（高道幽フ繊鑓ッ銘ス）

　　　滋　　斎讐哲趨縷繰フ麟嶽一鱒

健闘賞広田薩樹鰯沢螺盤麟一鍵）
　　　嬢　　　福騰純墓（擬野羅一グルス）

　　　瀞　　樋癬樽信騰道幽灘滋漆ッダ鑑）

　嫉鍵　　　鈴木尚樹．謄礫ファ羅講一欝）
o鱒肇事9．●●oi■●◎σoo9●●◎・●o●●oooo軽鱒o■●．σ◎o登o魯，9棲．oσ●●り県o●○璽●●．gooo集◎

　　中里村野球連盟会長杯
　　　　　　　　　　野球大会結果

◎期日　5月憩日～7月30田

●会場　癒撮グ塑ウンド

●結果

優勝　ボンバーズ　　5位　ウイングス

　2位　チームZ　　　6位　ティアーズ

　3位　ドリンカーズ　7位タイガース

　4位梁山泊　　　8位　コスモウォリアーズ

　
株
式
会
社
第
四
銀
行
の
社
会
福
祉

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ

る
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
備
品
寄
贈

を
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
申
請
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
度
決
定
と
な
り
、
7

月
3
0
日
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

所
に
お
い
て
、
第
四
銀
行
十
日
町
支

店
の
近
藤
政
信
支
店
長
よ
り
鈴
木
敏

雄
会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
品
は
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用

エ
プ
ロ
ン
2
0
0
枚
で
す
。

　
こ
の
エ
プ
ロ
ン
は
、
月
4
回
実
施

し
て
い
ま
す
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

際
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

平成10年8月10日広報なかさと5
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夏
休
み
に
入
っ
た
7
月
2
9
日
（
水
）

「
中
里
村
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
」

が
田
沢
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
児
童
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

充
分
に
発
揮
し
、
競
技
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
は
児
童
や
保

護
者
の
声
援
が
選
手
に
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

臨議灘灘
．気．

撚

梅

　灘欝繍

ン大

　
中
里
村
、
中
里
村
交
通
安
全
協
会
、
同
女
性
部
の
黄
桜
隊

に
よ
る
「
中
里
村
　
死
亡
事
故
抑
止
　
ト
コ
ロ
テ
ン
作
戦
」

が
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
問
前
の
7
月
7
日
に
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
十
日
町
警
察
署
管
内
に
お
い
て
の
死
亡

事
故
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
死
亡
事
故
の
抑
止
を
行
お
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
も
の
で
語
呂
合
わ
せ
の
「
ト
コ
ロ
テ
ン
は
脂
肪
が
無
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
村
は
死
亡
が
無
い
」
と
書
か
れ
た
看
板
を
立
て
、
役
場

庁
舎
に
訪
れ
る
方
に
ト
コ
ロ
テ
ン
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
2
1
日
に
は
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
「
中
里
村
・

高
齢
者
死
亡
事
故
抑
止
ト
コ
ロ
テ
ン
作
戦
」
の
講
習
会
を
展

開
、
約
2
0
0
人
の
参
加
者
は
十
日
町
警
察
署
の
大
島
交
通

課
長
の
講
演
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
入
場
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
渡
さ
れ
た
ト
コ
ロ
テ
ン
を
手
に
「
ト
コ
ロ
テ
ン
は
脂
肪
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
い
、
中
里
村
は
死
亡
が
無
い
、
交
通
事
故
の
無
い
中
里
村

を
築
く
ぞ
！
」
と
気
勢
を
あ
げ
、
講
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

藤

，
，
磯
劉

　i萎

義難

筆

親善水泳大会結果
9　　　　　　　　　　　　　　88　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯

自由形50m
1位 広田　直樹（田　沢）　42秒1 根津　琴乃（田　沢）　　40秒5

2位 樋口　　学（高道山）　43秒4 樋口　優里（高道山）　42秒9

3位 吉楽　拓也（田　沢）　44秒5 富井　仁美（田　沢）　43秒0

自由形100m
1位 桐生　英樹（貝　野）1分36秒5 根津　琴乃（田　沢）1分37秒7

2位 広田　直樹（田　沢）1分40秒5 山本　千里（清津峡）1分39秒3

3位 吉楽　　卓（貝　野）1分41秒7 樋口　真美（高道山）1分43秒2

平泳ぎ50m
1位 吉楽　拓也（田　沢）　56秒4 樋口　絵里（高道山）　52秒4

2位 樋口　　学（高道山）　58秒2 服部　麻衣（田　沢）　56秒9

3位 中島　和人（貝　野）　58秒9 小巻沢美紀（田　沢）　58秒7

平泳ぎ100m
1位 広田　直樹（田　沢）1分59秒5 樋口　絵里（高道山）1分55秒6

2位 中島　和人（貝　野）2分06秒5 小巻沢美紀（田　沢）2分03秒1

3位 南雲　貴裕（田　沢）2分15秒5 山田みなみ（貝　野）2分20秒0

背泳ぎ50m
1位 吉楽　拓也（田　沢）　55秒1 樋口　優里（高道山）　51秒0

2位 鷹巣　　哲（貝　野）　57秒4 島田　　薫（倉　俣）　53秒7

3位 高野　雄毅（田　沢）1分03秒9 富井　彩香（田　沢）1分05秒7

背泳ぎ100m
1位 高野　雄毅（田　沢）2分17秒5 樋口　真美（高道山）1分58秒3

2位 島田　　薫（倉　俣）2分00秒3

バタフライ50m
1位 鈴木　直人（倉　俣）　　59秒5 富井　仁芙（田　沢）　48秒2

2位 太島　秀典（田　沢）1分35秒0 根津　琴乃（田　沢）　54秒7

3位 古高　慶子（高道山）　　57秒1

100m個人メドレー
1位 鈴木　直人（倉　俣）2分06秒3 富井　仁美（田　沢）1分46秒4

2位 服部　慎吾（田　沢）2分25秒8 服部　麻衣（田　沢）1分56秒1

3位 古高　慶子（高道山）2分00秒0
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　　　自由形50m
1位 村山　延大（田　沢）　40秒5 富井　真希（田　沢）　40秒2

2位 富井　通信（田　沢）　　42秒9 藤ノ木千寛（清津峡）　　41秒5

3位 高野　聖也（高道山）　43秒5 村山亜沙美（田　沢）　　45秒8

自由形100m
1位 村山　延大（田　沢）1分35秒3 富井　真希（田　沢）1分35秒4

2位 高野　聖也（高道山）1分44秒0 藤ノ木千寛（清津峡）1分36秒2

3位 富井　通信（田　沢）1分47秒5 高野恵梨佳（高道山）1分46秒6

平泳書50m
1位 福崎　純基（貝　野）　49秒3 富井　真希（田　沢）　52秒3

2位 山田　浩明（高道山）　50秒0 吉楽なつき（田　沢）　53秒2

3位 広田　　淳（田　沢）　51秒4 藤ノ木千寛（清津峡）　　53秒8

平泳ぎ鞠00m
1位 福崎　純基（貝　野）1分49秒8 吉楽なつき（田　沢）i分55秒5

2位 広田　　淳（田　沢）1分51秒0 高野　春香（田　沢）2分00秒4

3位 山田　浩明（高道山）1分59秒2 羽鳥可南子（貝　野）2分14秒3

背泳ぎ50m
1位 中島　秀文（貝　野）　53秒1 阿部沙弥香（貝　野）　48秒6

2位 南雲　晃一（高道山）　　57秒2 井口久美子（田　沢）　59秒9

3位 杉谷　仁大（田　沢）　　59秒4 大島明日香（田　沢）1分02秒6

背泳蓬100m
1位 中島　秀文（貝　野）1分56秒2 阿部沙弥香（貝　野）1分45秒1

2位 富井　　瑛（田　沢）2分22秒6

3位 岡村　崇矢（田　沢）2分29秒4

バタフライ50m
1位 吉楽　雅大（田　沢）　51秒0 鈴木　朝芙（倉　俣）1分09秒8

2位 吉楽　和也（貝　野）　51秒3

3位 斎喜　徳和（倉　俣）1分Ol秒4

100m個人メドレー
1位 吉楽　和也（貝　野）1分49秒7

2位 村山　延大（田　沢）1分58秒3

200mリレー一
1位 貝野小学校　　2分52秒0 田沢小学校　　2分56秒9
2位 田沢小学校　　　2分56秒7 高道山小学校　　3分03秒3
3位 高道山小学校　　3分07秒9 清津峡小学校　　3分13秒5
4位 倉俣小学校　　3分37秒1 貝野小学校　　3分16秒7
5位 清津峡小学校　　4分33秒6 倉俣小学校　　3分58秒5

良OOmメドリー・リレー一
1位 田沢小学校　　3分14秒8 田沢小学校　　3分21秒6
2位 貝野小学校　　3分20秒6 高道山小学校　　3分25秒2
3位 高道山小学校　　3分48秒0 貝野小学校　　3分52秒3
4位 倉俣小学校　　3分59秒6 倉俣小学校　　3分53秒7
5位 清津峡小学校　　4分13秒7
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憲
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。
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テ
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が
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菱
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。
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取
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請　　負　　業　　者工　　　事　『　名

●・　　＝‘

　場　所
　　　　■
、
　 工　事　費

簡易水道統合整備中央地区第21次舗装工事 白羽毛 9，450，000円 中野建設工業株式会社
簡易水道統合整備中央地区第22次配水池工事 白羽毛 29，085，000円 株式会社　鈴　木　土　建

特別養護老人ホーム外構工事 上　山 39，900，000円 株式会社　丸山工務所
村道宮中センター前線舗装工事 宮　中 3，465，000円 中野建設工業株式会社
村道干溝市之越線改良工事 上　山 47，565，000円 有限会社　星　野　建　設
簡易水道中央地区導水管布設工事（1工区） 通り山 7，980，000円 株式会社「鈴　木　土　建
簡易水道中央地区導水管布設工事（2工区） 桔梗原 4，662，000円 有限会社　富　井　電　気
簡易水道中央地区導水管布設工事（3工区） 桔梗原 4，725，000円 有限会社　富　井　電　気
簡易水道中央地区導水管布設工事（4工区） 桔梗原 4，620，000円 有限会社　信　濃　設　備
簡易水道中央地区導水管布設工事（5工区） 桔梗原 5，827，500円 有限会社　信　濃　設　備

林道小出田代線改良工事（1工区） 小　出 2，677，500円 有限会社村山土木（不調随契）

公共下水道汚水管渠新設工事（7工区） 桂 6，510，000円 有限会社　山　田　建　設
簡易水道中央地区配水管布設替（7工区） 桂 2，205，000円 中里水道工業有限会社
林　道　新　屋　敷　線　開　設　工　事 新屋敷 41，370，000円 大村建設株式会社（不調随契）

中里村国民健康保険倉俣診療所改築工事 芋　川 39，375，000円 東専　木　　材（不調随契）

　
子
供
の
頃
は
、
夏
に
な
る
と
毎
日

の
よ
う
に
自
宅
裏
付
近
の
清
津
川
で

泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
釣
や
カ
ジ
カ
つ
き
や
夜
づ

き
も
し
ま
し
た
が
、
今
は
釣
が
専
門

で
す
。
今
で
も
川
に
入
っ
た
り
し
て

い
ま
す
が
、
砂
利
が
堆
石
し
て
い
て

泳
ぐ
と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
客
の
方
も
川
に
入
っ
て
遊
ん
で

い
ま
す
が
、
も
う
少
し
深
さ
が
あ
れ

ば
楽
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
8
年
前
位
に
な
り
ま
す
が
、
ヤ
ゲ

ン
沢
付
近
の
清
津
川
か
ら
ボ
ー
ト
下

り
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
し

ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
下
っ
て
く
る
の

が
最
高
で
し
た
。
現
在
は
、
忙
し
い

せ
い
か
、
ボ
ー
ト
で
下
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
な
く
、
そ
の
ボ
ー
ト
は
倉

庫
で
眠
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、
暇

を
見
つ
け
て
ま
た
挑
戦
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
清
津
川
は
、
見
た
目
で
は
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
す
が
、
2
年
位
前
に

発
表
さ
れ
た
水
質
検
査
な
ど
を
見
る

と
昔
よ
り
は
若
干
悪
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
最
近
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
し
た
時
川
原
で
火
を
燃
や
し
た
り
、

残
骸
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
る
人
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
も
水
質
の
原
因

な
の
か
も
P
　
ま
た
、
石
な
ど
が
黒

く
な
り
景
観
も
よ
く
な
い
。
．

　
こ
れ
か
ら
は
、
誰
も
が
川
・
水
と

親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
い
い
と

思
う
。
子
供
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
学

生
が
灯
篭
流
し
を
清
津
川
で
し
た
の

を
印
象
深
く
記
憶
し
て
い
る
。

∞∞
難
灘
綴

はこド

鰹

平成10年8月10日広報なかさと7



雛
籏
灘
灘
鑛
懲
灘
灘
灘
獲
懸
纏

灘灘鑛撚

獲
簗
籔
饗
繊
綴
饗
霧

～
本
屋
敷
・
堀
之
内
の
み
な
さ
ん
へ
～

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
年
も
ま
た
私
た
ち
の
活
動

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
里
村
で
の
活
動
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
々
と
一
つ
で
も
多
く
の
思
い
出
を
つ
く

り
た
い
と
、
部
員
一
同
は
り
き
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
下
記
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
8
月
2
2
日
岱
午
後
－
時
3
0
分
～

◆
会
場
堀
之
内
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

○
健
康
教
室

　
成
人
対
象
H
高
血
圧
、
入
歯
、
く
す
り
、
肩
こ
り

　
小
児
対
象
H
虫
歯
の
予
防
、
正
し
い
歯
の
磨
き
万

○
講
演
会
　
東
京
医
大
衛
生
公
衆
衛
生
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
順
　
氏

o
交
流
会
　
ゲ
ー
ム
、
出
し
物
、
お
食
事
な
ど

o
花
　
　
火
　
午
後
8
時
～

　
で
は
、
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
訪
問
で
お
世
話
に
な
る
み
な
さ

ん
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
3
年
間
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
倉
俣
診
療
所
●
歯
科
診
療
所

8
月
1
4
目
轡
は
、

　
　
　
　
　
　
休
診
し
ま
す
！

””1“”1””IIllllII”lll”llll”III”lll””””ll””ll”ll””ll“””1”1””1””llll”””ll“”lll“1”””1””””II”Illllll”””””1”””1”llllllll”11111”””””1”””1”””””1”””llll”ll”””ll”lll”lll””“““1””””1”””ll“1””1““ll”ll””1”1”””ll””lll”1”””””1”1”1”1”1””ll”ll”Ill”II”””II”lll

　　　鞍雛鞍繊鍵鎌灘鐵i醗鎌鐡羅灘i灘灘i灘鎌灘灘鞭雛i難i灘雛欝

　　　　　～攣灘難鐵灘襲灘灘灘灘獲鐵難鑛籔難鑓灘難灘繕灘難鐵灘響鑛爆雛雛～

　◎新聞・チラシ・ダンボー一形
　　古新聞・チラシは新聞紙の材料に再生されています。ダンボールはダンボール板紙に再生されています。

灘 麟
分別・排出

瞬

収集・保管

鱒 旦闘

鰍へ

診
新聞　　ダンボール

◎　o
引取り 圧縮・梱包

zア

　　　　　　　畝齢豊

チ欝聞｛貌iill→色抜き灘1難）・

　　　　　　古紙分別の徹底のお願い／
　リサイクルをむだにしないために排出に際しては次の3点に特に注意してください。

　　　　　　④新聞・チラシに雑誌や通販のカタログを混ぜないで！

　　　　　　②新聞・チラシをビニール袋に入れないで！

　　　　　　◎ぱらけないようにしっかりと十字にヒモで縛って！

※新聞・チラシに雑誌や通販のカタログが混じったものが大変多く見受けられます。古紙の市況が厳しい

現在、製紙メーカーは異物の混入が多い自治体とは取引を拒否する状況にあります。ようやく今年度よ

り始まった古紙のリサイクルが継続困難とならないためにも分別には十分注意してください。

　　　　　リサイクルで資源と環境を守ろう！
リサイクルは資源の節約だけでなく、ごみ減量によるダイオキシン防止にも役立ちます。正しい分別に

よるリサイクルで、私たちの未来を守りましょう。

　　　リサイクルについてのお問合せは、津南地域衛生施設組合へ　盈65－3495

生ごみは家庭でリサイクルを〃コンポスト等を利用して自家処理をしましょう。
8



　　　　　催羅撚翻僑網撚翻騨1篇割lll

團畿翻蝶齪㎜　P・　講謙襟講蕃謬書醗鵬車
○作業指導員………1　名　　　　　　　　　運転免許取得計画書

○寮　父　母………若干名　　　　　　　　○返信用封筒に80円切手を貼り、・申込者の住所・氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名を記入したもの
　　　　　　　　　脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳

1．資格
○作業指導員……昭和38年4月2日以降生まれの作

　　　　　　業療法士の国家資格を有する者。

　　　　　　　（来春資格取得見込者を含む）

○寮　父　母……昭和33年4月2日以降生まれの高

　　　　　　等学校卒業程度の学力を有する

　　　　　　者。（来春卒業見込者を含む）’

2．居住地
○各職種とも十日町広域行政圏に在住または出身者

で通勤可能な者。

　　　　　　　　　　四

〇職員採用試験申込書（各市町村福祉担当課及び人

事担当課、養護老人ホーム妻有荘、精神障害者入

所授産施設エンゼル妻有にありまするなお、郵送

希望者は住所、氏名を記入し、80円切手を貼った

返信用封筒を同封して「妻有荘」に申込ください。）

○第1次試験

　日時　10月4日（日）午前9時30分～

会場　精神障害者入所授産施設エンゼル妻有

内容　一般教養、適性検査

○第2次試験

　1次試験合格者に別途通知。

灘

○受付期間

　8月20日ω～9月17日休）の午前9時から午後5時

　　　　　　　　　（土、日曜、祝日を除く）

郵送による申込は9月17日消印有効。

○申込及び問い合わせ先

〒949－8525十日町市大字新宮乙195番地3

　　　　　社会福祉法人「妻有荘」

　　　　　費（0257）58－2050

　　醐㈹…．’繍一燃融翻葺灘臼聖㌦職羅燃鵬鐙　燃灘惑謙ま藏灘競鞭響髄｝『’撚燃ぢ燃燃富

灘騰懸鰭纒灘麟騒鶏勲嚢灘顯難i露灘蟻纂難

■法　人　名：社会福祉法人　松　涛　会

【】施設の住所二東頸城郡松之山町大字浦田2955番地1

【】収容規模二入所100人　通所（ディサービス）約60人

◆募集職種及び火翼

　　憂採用景定華潤圏鍵薩域醐葎6月羅日以降葺

①蕎護婦1士難一一一一禰名縫看護婦及び准看護婦）20歳～50歳

②理学療法士・一一一一・縄名（国家資格を有する者）　20歳・》50歳

③作業療法士φ懸・一一・一彊名（團家資格を有する者）　20歳一50歳

④介護職員一一一一・・一州0名　　　　　　　　　　　　総歳～40歳

⑤介護職員（パー謄）一・一20名　　　　　　　　　　　　董8歳・》40歳

⑥厨房職員一一一一一一・5名　　　　　　　　　　　　18歳《レ50歳

各職種とも通勤可能な人。

◆試験等一一一一面接によ鰻採駕を決定じます。

◆応募の方法・…一・・一上越・安塚・十臼町の各職業安定所に求人広告が出ていますので、松涛園に

　　　　　　　　　勤めたい旨を担当の方に話していただければ教えていただけることになっ

　　　　　　　　　ています。受付期聞は特に定めてありませんが、応募者がある程度まとまっ

　　　　　　　　　た段階で随時面接を実施じておりますので．早めに応募願います。・

　　　　　　　　　　　　　　　　プ
◆問い含iわ慧先一一一東頸城郡松之山町大字浦田2796番地1　浦田克雪センター内　・

　　　　　　　　　松涛園建設準備室　　豊02559－6－2512

9 広報なかさと 平成10年8月10日



圃囲回国

凝
霧
，

高橋風人ちゃん（1歳）⑮

弘雄・美子さん夫妻の長男（上山）

　昼間は、おぱあちゃんと一緒の

風人くん。きかない子なんですが、

段差などがあると慎重になって降

りたりするとのこと。歩くように

なり、外に出たりしておぱあちゃ

んを困らせているようです。家に

は水槽で魚を飼っていますが、エ

サをあげているようにおもちゃや

スブーンを入れてしまうとのこと

です。お田さんは「健康が一番、

あとは思いやりのある子に育って

もらいたい」と話していました。

自
鐵
繋
灘
蓼
集
1

1
、
試
験
の
種
類

①
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、

　
曹
候
補
±
、
2
等
陸
・
海
・
空
±

　
受
付
期
間
…
…
9
月
1
1
日
ま
で

②
看
護
学
生

　
受
付
期
間
…
…
1
0
月
1
3
日
ま
で

③
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

　
学
校
学
生

　
受
付
期
間
…
…
1
0
月
1
4
日
ま
で

④
自
衛
隊
生
徒
（
中
学
3
年
生
男
子

　
対
象
）

　
受
付
期
間
…
…
平
成
1
1
年
1
月
4

　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で

2
、
試
験
日
受
付
時
に
指
定

3
、
応
募
資
格

　
　
2
7
歳
未
満
の
人
（
試
験
種
目
に

　
よ
り
学
歴
・
年
齢
制
限
あ
り
）

◆
問
い
合
わ
せ
、
申
込
先

　
〒
9
4
0
1
0
0
8
2

　
長
岡
市
千
歳
1
1
3
1
2
7

　
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
須
山
）

　
費
0
2
5
8
1
3
3
1
0
2
5
6

　
ま
た
は
、

　
中
里
村
役
場
総
務
課
行
政
係
ま
で

　
県
墨
纒
護
翻
級
講
座

　
　
　
受
講
譲
陶

　
新
潟
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
で
は
、
家
庭
で
介
護
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
方
等
｝
般
県
民
の
み
な
さ

ま
を
対
象
に
、
高
齢
者
の
健
康
管
理

の
知
識
と
実
技
を
中
心
と
し
た
介
護

知
識
・
技
術
の
習
得
の
た
め
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
無
料

の
講
座
で
す
。

◆
定
　
員

　
1
回
、
2
回
そ
れ
ぞ
れ
3
0
人

◆
期
日
及
び
会
場

　
・
第
1
回
　
1
0
月
2
2
日
㈲

　
・
第
2
回
　
n
月
2
6
日
㈲

　
長
岡
市
総
合
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
け
さ
じ
ろ
」

　
長
岡
市
今
朝
白
2
1
8
1
1
8

　
費
0
2
5
8
1
3
9
1
5
5
2
5

◆
申
込
万
法
及
び
申
込
先

　
受
講
希
望
の
方
は
、
パ
ガ
キ
、
フ

ア
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
電
話
で
開
催
日

の
1
0
日
前
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
5

　
新
潟
市
上
所
2
丁
目
2
番
2
号

　
　
　
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
智
0
2
5
－
2
8
1
1
5
5
2
5

　
隙
0
2
5
1
2
8
1
1
5
5
2
8

引
毒
揚
騰
饗
の

　
　
　
　
　
融
纏
慧
裟
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
2
8
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
者
で
、
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
返

し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

　
こ
ら
れ
た
万
々
が
、
上
陸
地
の
税

　
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証

　
券
な
ど

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

　
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

　
う
ち
、
そ
の
後
、
目
本
に
返
還
さ

　
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
灘
、
雛
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽

鑑灘畿
罐
潔

　
－
声
、
超
灘
，
｝
・

喩
藩
翼

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の
方
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
〒
9
5
0
－
0
0
7
2

　
新
潟
市
竜
が
島
1
1
5
1
4

　
　
　
　
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
暦
0
2
5
1
2
4
4
1
9
3
1
4

「
よ
園
磁
饗
居

　
　
　
鋤
灘
灘
難
獺
響

　
　
　
　
　
　
養
翻
灘
鞍
集

　
「
涙
の
感
動
は
素
晴
ら
し
い
花
に

成
る
」
と
宮
内
庁
よ
り
お
誉
め
の
言

葉
を
頂
戴
し
た
「
十
日
町
皇
居
勤
労

奉
仕
団
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
は
50
名
（
先
着
順
）
で
、

平
成
1
1
年
6
月
中
旬
よ
り
下
旬
に
か

け
て
4
泊
5
日
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

旅
費
は
7
万
3
千
円
～
7
万
5
千
円

位
で
す
。

◆
申
込
締
切
　
平
成
1
0
年
9
月
30
日

◆
申
込
金
　
5
、
0
0
0
円

　
な
お
、
都
合
に
よ
る
欠
席
の
場
合

で
も
申
込
金
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

多
数
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
中
里
村
で
は
1
0
人
位
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
先
及
び
詳
細
は
、

・
高
道
山
　
広
田
ヨ
シ
子

　
　
　
　
　
　
　
暦
6
3
1
2
1
1
9

・
白
羽
毛
　
太
嶋
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
費
6
3
1
2
6
0
2

ま
で
（
申
込
時
に
性
別
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
）

10

、



闘盤鞭響
』
．
雛

i・

，鍵『 雛　．

縫伸富聾干溝
穫／村山欝｝桂

購｛村鵜享｝田沢

渓荷｛鈴木摯恵肇｝倉俣

継｛山岸轄｝芋沢

覇｛村山酵｝白羽毛

哲
ゆ
　
灘
　
　
　
ズ
　
ゲ
リ

　
　
、
憩
、
罰
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　　　国保被保険者のみなさんへ

　　　＊国民健康保険証が変わります＊

　みなさんが現在使用しているピンク色の「国民健康保険被保険

者証Jは8月34日で有効期限が終了します。学生で保険証の交付

を受けている人、出稼ぎ等で遠隔地の保険証の交付を受けている

人は更新の準備をお願いします。新しい保険証は8月末に区長さ

んのところへお届けします。区長さんは旧保険証と引き換えに新

しい保険証をお渡ししますので、遠隔地等も含めて旧保険証は必

ずお返し下さい。　　　民生課　国民健康保険係（内線121）

　　ベンチャー企業支援指導事業の募集
　～中小企業の問題解決を専門家の派遣により応援します～

　新規事業分野への進出または、創造的事業活動を行なうベンチャ

ー企業に対して県が「経営面又は技術面」ゐ専門家を派遣し、課題

の解決を図るために指導を行ないます。

◆対象者

　中小企業指導法第2条に規定する中小企業であって、次のいず
　れかに該当する方。’

　（1）創業期（創業後10年以内をいう）にあるもの

　（2）研究開発又はその成果の事業化を通じて新製品又は新サービ

　　スを創出する取組みを行なうもの
　（3）新規事業分野への進出を行なうもの

◆企業の負担額

　県が専門家に支払う謝金総額の3分の1

ベンチャー企業出資受入支援事業の募集
　対象企業が受ける、公認会計士又は監査法人による財務分析艮び

財務に関する指導

◆対象者

　　中小企業指導法第2条に規定する中小企業者のうち、次のいず

　れかに該当する企業で、ベンチャーキャピタルから出資を受ける

　ことについての協議を行なっているものが対象となります。

　（1）創業期（創業後10年以内をいう）にあるもの

　（2）研究開発又はその成果の事業化を通じて新製品又は新サービ

　　スを創出する取組みを行なうもの
◆補助率、補助金限度額

　　補助対象経費の3分の2以内。上限391，000円

　　　外部頭脳活用技術支援事業の募集
　新規事業分野への進出または、創造的事業活動を行なう中小企業

者に対して、県が専門家を派遣し、技術面似たいして指導を行ない
ます。

◆対象者

　　中小企業指導法第2条に規定する中小企業者であって、次のい

　ずれかに該当するもの

　（1）研究開発又はその成果の事業化を通じて新製品又は新サービ

　　スを創出する取組みを行なうもの
　（2）新規事業分野への進出を行なうもの

◆企業の負担

　委託料（謝金と旅費の合計額）の2分の1

　上記3事業の詳しい問い合わせ先は、

新潟県商工労働部新産業振興課　費025－285－5511内線2781・2782
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　8月15日～9目5目

カレンダ㌔一
15（土） 清田山自然運動公園まつり

合清田山自然運動公園　（D10：00～

16（日）

お盆村民野球大会
合中里中学校グラウンド　（97：30～

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　①11：00～11：40
民謡流し　倉J　A低温倉庫横（D19：45集合lii

17（月）

18（火）

19（水〉 補聴器相談（リオン）合役場（⊃13：45～14：00…．

…20休）

21縦）

妊婦健診・母親学級
合上村病院産婦人科　（D13：00～13：30受付…、

心配ごと相談（樋口虎治郎）

合ディサービスセンター　（D13：30～16：00琴

22（土）

23（日）

村民ゴルフ大会　倉上越国際カントリーク1
ラブ十日町コース　㊦7：30会場集合
自然ふれあい教室パート5（ペットボトル
ロケット）　合田沢小学校グラウンド
㊤9：30～11：30

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　㊤11：00～11：40

24（月） 補聴器相談（キコエ）合役場（D16：00～16：301

25（火）

子宮がん・乳がん検診　合上村病院産婦人．
科・外科　㊦子宮がん13：00～13：30受付・・

乳がん14：00～14：30受付

遊びの教室
て｝総合センター　（D9：30～10：00受付

26依） 三種混合
合保健センター　（∋14：00～14：30受付

27休）

28縦）

心配ごと相談（山田虎一）

合ディサービスセンター　（D13：30～16：00

行政相談
合老人福祉センター　013：30～16：00

29（土）

30（日） ミュージックプラネタリウム
合ユーモール　（∋16：00～

31（月）

1（火）

2（水） 補聴器相談（リオン）倉役場（∋13：45～14：00・

3（木）

4働
心配ごと相談（村山篤稔）
倉ディサービスセンター　（D13：30～16：00』

5（日） 郷土歴史教室
合総合センター　（D19：30～21：30
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⑳田中外科医院響講

⑳池田医離講
⑭上村病院糖醐
⑳川西町診療所署儲1
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　　　　　　　　（昭和60年7月25日制定）
　　ざちアド
　　‘　　’1、自然を愛し美しい村をつくります。

　　　’　1、健康で働き明るい村をつくります。，

　　　　1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

　　　　1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

ウグイス　　　　1、創意をこらし活力ある村をっくります。

7月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，271人（±0）女3，300人（＋3）計6，571人（＋3）●世帯数1，632（±0）
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